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中学校英語科における 

英語のコミュニケーション能力を育成する授業の開発 
―タブレット端末を使った継続的なプレゼンテーション活動を通して―  

篠崎	
 伸子	
  
千葉大学教育学部委託研究生  

 
 

	
 本研究は、タブレット端末（iPad）を英語の授業に使用することで、コミュニケーション能力を育成するこ

とを目的とした授業開発を行い、その成果と課題から今後のタブレットを用いた英語教育について考察していく。

コミュニケーション能力を本研究では、プレゼンテーション能力としてとらえ、検証授業では「日本文化紹介」

をテーマとして、ペアまたはグループでの活動を中心にタブレット端末を用いたプレゼンテーション、及びコミ

ュニケーション活動を行なった。また、検証授業では、先行記録で中学校英語科において見られなかった、授業

の最後に毎時間ペアまたはグループで各自のスピーチを継続的にビデオに撮り合い、自分の姿を振り返る活動を

繰り返すことでプレゼンテーション力を高めた。また、授業の最後に行ったポスターセッションでは、生徒がプ

レゼンテーションの資料や内容を提示するためのツールとしてタブレット端末を様々に活用する様子が見られ

た。その結果として「話すこと」の活動が活発化し、コミュニケーション意欲と能力の高まりがみられた。 
	
  
キーワード：タブレット端末、英語教育、ポスターセッション、プレゼンテーション、コミュニケーション 

 
 

1.	
 問題の所在	
 

 
1.1.	
 英語教育の実態	
 

	
 2020 年の東京でのオリンピック・パラリンピック開

催が決定し、文部科学省は 2013 年 12 月、グローバル

化に対応した英語教育改革実施計画 1を打ち出した。小

学校では英語の開始時期の早期化、中学校においては授

業を英語で行うことを基本とする方針が出され、英語で

話すことが必要とされる時代になった。生徒は身近な話

題についての理解や簡単な情報交換、表現ができる能力

を養うことに加えて英語で日本文化の発信をすること

が求められるようになったのである。さらに方針には

ICT 教材等を活用した自己学習の強化が含まれた。 
授業前に行った検証校の中学 3 年生全員を対象とし

た調査によると「将来英語を話せるようになりたい」ま

た、「将来英語は必要である」と答えた生徒は、全体の

90%以上に達している。ところが、実際には 45%の生

徒が「話すこと」を苦手と感じている。生徒は英語でコ

ミュニケーションができるようになりたいと感じてい

るが、その通りにはなっていない実態がある。	
 	
  
また、調査では、検証校の中学３年生の約 70％が自

分の携帯電話またはタブレット等を所有しており、

90％の家庭でインターネットを使用し、51％の生徒が

毎日、またはほぼ毎日インターネットを使用している。

デジタルネイティブと言われるこの世代の子どもたち

にとって ICT は身近で、当たり前に存在しており、子ど

もたちが ICT を使いこなせることは、今後、学習におい

ても欠かせない条件となるであろう。	
 

これまでの指導の中で、英語を話すことが難しい理由

を生徒に聞いたところ、「どう話していいかわからない」、

「英文が出てこない」、「間違えるのが嫌だ」、「外国の人

だと緊張する」などの答えが返ってきた。また、中には

「日本人だから英語は必要ないよ」と言う生徒がいるよ

うに、日本に住んでいる限りは、日本語だけで生活がで

き、英語はほとんど使う場面がないという実態がある。	
 

そこで、生徒に身近な ICT を使って「英語で話すこと」

を中心とした授業を開発できないかと考えた。タブレッ

ト端末は、持ち運びがしやすく、写真やビデオが簡単に

撮れて、会話の記録が残せる。さらに、インターネット

につなげれば調べ学習、アプリの活用ができ、プレゼン

テーションの資料を教室で作成することが可能である。

今後、自宅でもタブレット端末が使えれば、アプリでの

自己学習が可能になることも予想される。	
 

今回の検証授業では、教室で２人に１台のタブレット

端末とインターネットが使える環境を整えた。生徒の
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「コミュニケーション意欲」及び「コミュニケーション

能力」を高めていくことを目標として、グループでの協

同的な学習を通してプレゼンテーションを作成し、ポス

ターセッションで「日本文化を発信」させることを試み

た。これらの活動から、成果と課題を検証し、今後のタ

ブレット端末を使った授業の可能性を探っていきたい。	
 

	
 

1.2.	
 英語教育の実態	
 

(1)iPad を活用したアクティブラーニング	
 

岩居(2012)2 は iPad をドイツ語初級の授業に導入し

アクティブラーニングを試みた。ドイツ語のクラスでは、

ドイツ語の基礎を学び、その成果を短いやりとりにまと

めてビデオに記録し、自己評価、相互評価をすることを

目標とし、授業においてはグループにわかれてシナリオ

制作や練習、ビデオ撮影にいたる作業を進めている。

iPad は必要に応じて学生に配布している。大学という

こともあり、施設面、ツール、デバイス面で恵まれた環

境にある。個人用アプリによる発音矯正、グループによ

るビデオ作りなど、アクティブラーニングでの多様な活

動がみられる。これらのタブレット端末を使用したグル

ープでの実践はまだ、中学校英語ではみられていない。

けれども、互いの役割を必然とする協同的な学習の取り

組みを参考にして、中学校の英語科でも活用できるので

はないかと考えた。 
 
(2)iPad を活用した中学校での英語科の授業例 

埼玉県越谷市立大袋中学校教諭の大西(2012)3 は、英

語科の授業で iPad を活用した協働教育を行い、ICT を

ツールとし、使う意義を明確にすることで効果的な授業

をしている。中学３年生の授業で、「私の尊敬する人，

生き方に影響を与えた人」というテーマでスピーチを作

成し発表をさせている。尊敬する人についてシートに英

文でまとめさせ、パソコンルームでその作品や業績がわ

かる画像を収集し iPad に入れ、スピーチのツールとし

て活用させている。各班の iPad には，班員全員（4 名）

の画像が入っており，生徒たちは班の中で順番にそれを

使い、スピーチ練習を繰り返す。互いのスピーチを聞き、

質問し、感想を述べ合い、アドバイスを交わす練習を繰

り返した後に、iPad を大型テレビに繋げて、クラス全

体の前で、生徒一人ひとりにスピーチをさせている。

ALT、生徒から質問が飛ぶこともあり，生徒は一生懸

命に取り組んでいる。このようなグループ活動、スピー

チ練習、またそれを通しての「生徒間の相互啓発」を参

考に、授業開発を行っていきたいと考えた。 
これらの先行研究のように、タブレット端末をビデオ、

またプレゼンテーションの練習や提示用に使用してい

る事例は多くある。しかし、毎回授業でスピーチをペア

でビデオにとり、それを継続してタブレット端末のビデ

オに記録していくという活動は見られなかった。そこで、

本研究では、毎時間授業でスピーチをペアでとり、振り

返ることで、短時間で話すことができるような授業を開

発しようと考えた。 
 

2.	
 研究の目的と方法	
 

 
2.1.	
 研究の目的	
 

	
 タブレット端末を英語の授業に効果的に取り入れる

ことで、コミュニケーション意欲とコミュニケーション

能力が伸びるような授業を開発する。 
	
 

2.2.	
 研究の方法	
 

次の①②を検証授業で行い、分析及び考察を行う。 
①日本文化の紹介ポスターセッションの準備と発表 
②ペアでの１分間スピーチのビデオ撮りと振り返り 
 
①「日本文化の紹介」ポスターセッション 

「日本文化紹介」をテーマとして、各班で発表する内

容を決める。タブレット端末でその内容に関しての資料

やテータを収集し、プレゼンテーション用のアプリを作

成する。その後、グループでプレゼンテーションの発表

練習の様子をタブレット端末に撮り、自分たちで振り返

りをすることでプレゼンテーションの向上に努める。さ

らに、授業の最後にタブレット端末に入れたプレゼンテ

ーション資料を使ってポスターセッションを行う。 
授業に関しては、コミュニケーション意欲と能力が高

まるような、ペアやグループでの協同的な学習形態を基

本とする。生徒それぞれが役割をもち、積極的に授業に

参加できるようにする。 
 
②タブレット端末によるビデオ記録 

タブレット端末を用いて、毎時間「話すこと」の活動

を取り入れ、その内容をタブレット端末のビデオに収録

する。ペアまたはグループでビデオに毎回「１分間」、

英語で話す機会を与え、自分の姿を見て振り返りをする。

このプロセスを毎回の授業で繰り返し継続することで、

生徒のコミュニケーション能力を育成する。 
 

3.	
 研究の内容	
 

	
 

3.1.	
 検証授業の計画・実施	
 

対象生徒	
 ：中学３年生	
 ４クラス	
 	
 	
 	
 	
  
授業テーマ：「日本文化を紹介する」（全５回） 
授業環境	
 ：・大型テレビ（各教室にあるもの） 

・20 台のタブレット端末(iPad)、 
各ペアに１台 

・WiMAX（インターネット回線用） 
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授業内容	
 ：「日本文化を紹介する」 
５時間（表１）  

①「日本文化の紹介」ポスターセッション 
②タブレット端末によるビデオ記録（毎時間１分） 

各授業は上の①と②から構成し、授業の前半 40 分を

①の「日本文化紹介」でポスターセッションの準備時間

とし、ペアやグループを主体として学習していく。授業

の最後 10 分程度は②のタブレット端末による「ビデオ

撮り」と「授業の振り返り」の時間とする。 
＊ここでは、「コミュニケーション能力」を「プレゼン

テーション力の育成」としてとらえ、「気付き→意識化 
→浸透化→内在化→深化・統合化」のステップで「プレ

ゼンテーション力」及び「コミュニケーション能力」を

高めていくものとする。 
	
 	
 

表１ 検証授業展開	
 

	
 ①「日本文化紹介」ポスターセッション	
 ②「タブレット」ビデオ	
 

	
 

１

時

間

目	
 

○「外国人から見た日本

文化紹介」	
 	
 

①日本文化についての

ビデオを見て内容を理

解する。	
 

（理解）	
 

②日本文化についての

ビ デ オ を 積 極 的 に	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

聞いてメモをしようと

する。（関心・意欲・態度）	
 図１	
 リスニングの様子	
 

・インタビューに使われる語句について学び、ペアで練習をする。（プ

リント）	
 

・海外からの留学生へのインタビュービデオ（図 1）を見て、日本に

きて驚いたことなどをワークシートに記入する。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

「自己紹介・日本文化紹介」	
 

（ペア）	
 

ペアで、１分間でそれぞれ自己紹介と

日本紹介をする様子をビデオで撮る。

指導をせずに、自分たちだけでビデオ

の振り返りをさせ

る 。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

つぶやきメモ	
 

「恥ずかしい。ど

うやったらいい

の？」→（ビデオ

を見て）「これでは

ダメ。下を向きす

ぎ。次はちゃんと

やる！」	
 

	
 

２

時

間

目	
 

○「相手のことについて説明してみよう」	
 

①関係代名詞を使って相手を紹介できるようにする。（表現）	
 

②ペアで協力し合い、積極的に発表しようとする。	
 

（関心・意欲・態度）	
 

・ワークシートを使って、相

手の趣味、好きな物、出身地、

将来の夢などを質問する。	
 

・教科書の本文と英語感情表

現集（プリント）を使って会

話をする。	
 

・日本文化紹介に必要な表現

（プリント）をペアで練習す

る。	
 

「友達の紹介」（ペア）	
 

授業で、互いにインタビューし合い、

それを題材として相手のことを１分間

で紹介する。「声の大きさ、アイコンタ

クト、ジェスチェー、姿勢、感情」を

意識させる。	
 

つぶやきメモ	
 

「プレゼンの５つ

のルールを意識し

てみよう！」→	
 

「アイコンタクト

できるようになっ

た！」	
 

	
 

３

時

間

目	
 

○「日本文化（アニメ）を班で説明しよう」	
 

①日本文化に関するまとまった文を聞いて理解し、聞いたことを相手

に別の言葉で伝えようとする。(理解)	
 

②日本のアニメについて、グループで協力して、英語で説明できるよ

うにする。（表現）	
 

・プレゼンテーションのモデルを見て、プリントでマッピングさせて

発表のイメージをつくる。	
 

・日本のアニメについて、グループで役割分担し、発表する。	
 

「アニメ紹介」（グ

ループ）	
 

紹介したい日本の

アニメを決め、班

で調べてまとめた

ものを、ビデオに

向かってグループ

一人一人が発表を

意

識

化 

気

付

き 

浸

透

化 

PRESENTATION  5  RULES  

(プレゼンテーション５つのルール)  

1  Loud  Voice      （声の大きさ）  

2  Eye  Contact      （アイコンタクト）  

3  Gesture               （ジェスチャー）  

4  Posture               （姿勢）  

5  Heart                     （感情）  
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（役割分担：班長、iPad 操作係、原稿責任者、Q&A 作成者）	
 

・一人一人が役割をもってプレゼンテーションすることで、充実感、

楽しさ、自覚を育てられるようにする。	
 

する。	
 	
 	
 	
 

	
 つぶやきメモ	
 

「班のみんなが、５つのルールを守ら

ないと！○○ちゃん、もっと大きな声

出して！」	
 

→「もう一回やろう」	
 

４

時

間

目	
 

○「日本文化を説明しよう」ポスターセッション準備	
 	
 

①日本文化についてのプレゼンテーションをグループで作成し練習

する。（表現）	
 

・iPad のアプリ「ロイロノート」4[写真２]を用いて効果的なプレゼ

ンテーションツールを

作成する。＊ロイロノー

トでは撮った写真に文

字を入れたり、音楽をつ

けたり、他の画像と組み

合わせられ、順番も自由

に変えることができる。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

[写真２]ロイロノート

編集	
 

「ポスターセッション」（グループ）	
 

ポスターセッションの発表練習とし

て、グループでプレゼンテーションを

している様子を

ビデオに撮り、よ

り効果的に発表

できるよう班で

考える。	
 	
 	
 	
 	
 

	
 つぶやきメモ	
 

「この部分でき

たから、先に練習

しよう。	
 

→「発音、分から

ない。調べて！もう一回」	
 

５

時

間

目	
 

○５回目「日本文化を説明しよう」ポスターセッション	
 

①日本文化について調べたことを

英語で表現できる。（表現）	
 

②ポスターセッションに意欲的な

態度で参加し、積極的にコミュニ

ケーションをはかろうとする。（関

心・意欲・態度）	
 	
 	
 	
 	
 

・iPad を使い、効果的なプレゼン

テーション	
 をする。	
 	
 	
 	
 [写真３]ポスターセッション	
 

・発表を聞く側は、感想を英語で述べ、発表者はプレゼンテーション

後、聞き手に英語で質問し互いにシェアリングし合う。	
 

「自己紹介・日本文化紹介」（ペア）	
 

１回目と同じタイトルである「自己紹介と

日本文化紹介」をペアで個々にビデオに撮

らせる。	
 	
 	
 

つぶやき

メモ	
 

「１回目

と同じ自

己紹介ビ

デオだけ

ど、結構話

せるよう

に な っ

た！」	
 

	
 

3.2.	
 検証授業の分析と考察	
 

(1)英語テスト結果	
 

表２の「英語テスト」を授業実践前と後に行った。 
☆1 の 1～5 は、関係代名詞の文法と、授業で扱った

インタビューに必要な表現などが言えるようになるか

を調べることを目的とした９つの(  )からなる問題で

ある。９つの（	
 ）の正解率は、平均で 3.4 点から 5.2
点約２点の上昇が見られた。 

次に、☆2、3 の 1～3 の日本語を英語にする記述式問

題で、正しい英文を２点、スペルまたは文法に誤りがあ

るが大筋で文の意味は通じるものを１点とした場合の

総単語数の推移を図 1 に表した。 
 

 
表２	
 英語	
 事前事後テスト 

☆1	
 次の（	
 ）にふさわしい英語を入れなさい 
1 What is your (       )?	
   My (       ) is 
science/English/ 
2 (       ) do you study? 	
   I study 
agriculture/math/computer technology  
3 What is your (       ) in the (        )?  My 
(       ) is to (      ) a teacher. 
4 He is the man (        ) is known to everyone. 
5 Please tell me the thing (         ) you like. 
☆2	
 次の日本語を英語にしなさい。 
1 私たちに何かアドバイスをいただけますか。 

内

在

化 
 

 

深化 

・ 

統合 
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2 コミュニケーションは重要です。ですから互いに話を

して共有しあいましょう。 
☆3	
 次の場合、英語でどのように言いますか。 
3 クラスメートが英語ですばらしいプレゼンテーショ

ンをしました。あなたならどのようその人に英語でほめ

ますか。 
☆4	
 次の日本文化について、外国人に分かるように英

語で説明しなさい。 
アニメ 浴衣（ゆかた） 

 

 
図 1 記述式の総単語数の推移 

 
図１からすべての問題で単語数が向上し、授業で習っ

た言い回しや必要な表現が身についてきていると考え

られる。 
☆4 の「日本文化について」の writing 問題に関して、

授業前は「アニメ」と「ゆかた」、授業後は「アニメ」

と「相撲」について英文で説明させた。「アニメ」は授

業の中で取り上げているが、「相撲」は転位課題とし、

難易度は同程度とした。語彙数の伸びをみたところ、総

単語数に関しては、アニメと転位課題のどちらの問題に

関しても平均して２倍以上の伸びが見られ、t 検定では

５％の有意差がみられた。アニメ「 T(125)= －

1.97,p<.05」、浴衣→相撲「T(125)=-1.97,p<.05」 
しかし、writing に関しては、事前事後と共に無記入

だった生徒が約 1/4 近くおり、書くことが困難な生徒に

は、変化があまりないことが分かった。 
以上のことから、単語や文法などの「言語や文化につ

いての知識・理解」、「表現力」で伸びが見られたが、

Writing においてはまだ課題があることがわかった。 
 
(2)表現する能力	
 

「自己紹介と日本紹介」について、ペアで１分間、検

証授業の初日と最終日にビデオに収録した。Speaking

において１分間で言えた総単語数は、３学年 121 人のう

ち生徒一人当たり平均して、11 語→30 語と約３倍近く

伸びた。また、t 検定では、５％の有意差が見られた。

「T(125)=1.24p<,05」さらに、生徒一人一人のスピーキ

ング力の伸びを図る統計法[図２]によると、有意差が見

られたことから、語数の伸びは、一人一人の変化に結び

ついており、どの学力レベルにおいても、個々のスピー

チ総単語数が伸びていることがわかった。	
 

	
 

図２	
 初回と最終ビデオでのスピーチの語数の伸び	
 

	
 

初回のビデオ撮りでは、生徒のコメントによると「恥

ずかしいので日本語を使ってしまった。」などうまく話

せず日本語を用いる場面が見られたが、最後のビデオ撮

りでは多くの生徒が間違いを気にせずに、堂々と英語で

話そうとする傾向が見られた。	
 

表３はスピーチを文字に起こしたものである。	
 

*下線が引いてある単語は、接続詞、またはそれに近い

役割をもち、斜字で書いてある部分は「日本文化紹介」

で使った表現や、授業で繰り返し出てきた表現を用いた

箇所である。「…」で表しているのは名前、住んでいる

場所など個人が特定される単語である。聞き取れなかっ

た英語は（	
 ）で１つとカウントし、文法のミス等はそ

のまま記載した。	
 

	
 

表３	
 自己紹介・日本文化紹介ビデオ内容	
 

生

徒	
 

自己紹介・日本文

化（初回）	
 

自己紹介・日本文化 
（最終回）	
 

A My name is …

….I like soccer.終
わっちゃった。 
Japan is 
interesting.	
 

My name is …. I like onigiri. 
But I don't like classic 
because(     ) .Thank you. 
Do you like music? (相手が応

える ) That's too bad.	
 
B My name is……. I 

like Ponyo. I play 
sumo. I like 
Ponyo.	
 Japan い

い国だと思うよ。 

Hello. My name is …

….Please call me …… I like 
Takoyaki. I don't like とまと 
because it is (     ) . I 
like(      ).	
 

C My name is …

….Please call me
…. I likeJapanese 
food. It is 
(     )sukiyaki It 
is delicious for 
me. Bye bye	
 

My name is …… .I like to 
swim(     ) So I like 
summer.  My favorite 
musician is, playing musician 
group is Shonanno kaze. By 
the way, Do you know 
ninja?Ninja was born in 
Japan.It was made 400 years 
ago.At that time it was 
between kamakura period 

 初回ビデオ 最終ビデオ 上昇 P 

M 13 31 18 1.887 

×10-14 IQR 10.25 26.25 

Wilcoxon signed-rank test     データ数 88 名 
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and edo period.Ninja's work is 
assasination and spying and 
so forth. Assasination is 
killing. on which are almost 
black and men.They have 
strong knife so and so 
forth.They are very very cool 
and speed.	
 

	
 

最後のスピーチでは、授業と日本文化紹介のプレゼン

テーションで覚えた英文を使っている生徒が多く見ら

れた。（生徒 C）同様に、覚えた文の単語を入れ替えて

会話を続けようとする生徒がいた。また、but	
 、so、	
 if	
 

等の接続詞や By	
 the	
 way などを用いて、会話の流れが

初回に比べてスムーズになる傾向がみられた。（生徒 A、

B、C）	
 

最後のスピーチでは話し手が、ビデオを撮っている相

手に質問したり、その答えに対して受け答えたり、賞賛

するなど、ビデオを撮る相手とコミュニケーションをと

ろうとする姿が見られるようになった。ビデオを撮る側

も同様に、話し手が話すことがなくなると相手に質問し

て会話を促したり、励ます言動などが見られた。	
 

これらのことから、ビデオを継続してとり、振り返

りをさせたことは、生徒間のコミュニケーションを促す

要因となり、結果としてコミュニケーション能力が身に

ついたと考えられる。 
	
 

＜教師によるパフォーマンステストの検証＞	
 

ビデオに撮ったスピーチをもとに、教師が「声の大き

さ」、「アイコンタクト」、「ジェスチェー」、「姿勢」、「感

情」の５つの観点からそれぞれの項目を ABC で評価し、

比較、検討を行う。評価の方法は、下の表４を基準とし

た。	
 

	
 

表４ パフォーマンステスト評価規準 
○声の大きさ 

A 適切な音量や明瞭さではっきり話すことができる。 
B 概ね聞き取れるが、ところどころ声が小さいところが

ある。 
C 声が聞こえず、相手に聞かせようとする意志が感じら

れない。 
○アイコンタクト 

A つねに目線を話し手に向けることができる。 
B 相手に視線を向けているが、ときどき下や他の方向を

を向いてしまう。 
C 視線が話し手に向いてなく、下や他の方向を向いてい

る。 

○ジェスチャー 
A 会話の内容に合った身振り手振りで表現できる。 
B ジュスチャーをつけているが話の内容に合わない所が

ある。 
C ジュスチャーを全くつけていない。 

○姿勢 
A 姿勢がよく、相手に伝えようとする態度がみられる。 
B 姿勢が一定でなく、相手に伝えようとする態度が十分

でない。 
C 姿勢が悪く、相手によい印象を与えない。 

○感情 
A 感情を込めて、相手に伝えようとしている。 
B 感情が十分でなく、伝えようとする情熱に欠ける所が

ある。 
C 感情が不十分のため、伝えようとする気持ちが感じら

れない。 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

���

���
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���
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������
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 図 3	
 初回授業でのビデオ撮り評価 

図 4 最終授業でのビデオ撮り評価 
 
図 3、4 からわかるように、どの項目においても初回

時より各項目の評価がよくなっている。特に、アイコン

タクトやジェスチャーで向上が見られた要因としては、

タブレットのビデオ機能で自分の姿を振り返ることが

できたためと考えられる。タブレットに録画することで

生徒は、自分の姿を客観的に見て具体的にどこをどのよ

うに直したらよいかがわかり、またペアの存在が助けと

なり、どのようにすべきか理解しやすかったようである。 
 
	
 ＜生徒自身の振り返りによる検証＞ 

毎回授業後に「振り返り用紙」(図 5)を書かせた。全

体として項目の A 評価の割合が増え、振り返り用紙を

書かせることで、各個人が課題を意識し、目標をもって

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

���

���


��
���

��	�����

������
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授業に取り組んだ様子が見られた。表５の生徒のコメン

トを読むと、振り返りは、学習の反省から、課題発見、

自己解決しようとする意欲につながっており、「振り返

り」を継続して行うことが、生徒の課題と目標をはっき

りさせ、学習に対する関心・意欲を高めたと言える。 
 

 
図 5 振り返り用紙 

 
表５ 生徒の「振り返り用紙」コメント 

生徒コメント（男子 A）	
 
１回ビデオ撮りを振り返ってあまりよくとれてなか
った。会話などあまりよく取れなかった。	
 
２回時間内にとることができなかった。次はしっかり
したい。	
 
３回ビデオの振り返りはもう少し上を向いて話した
かったと思う。もっとうまく英語を話したい。	
 	
 
４回日本文化について調べられた。英文をしっかり考
えたい。	
 
５回前より英語が話せるようになっていてよかった。
これからに生かして英語を活用していきたいです。	
 	
 	
 
生徒コメント（女子 A）	
 
１回まだしっかり英語を話すことができなかった。し
かし弾丸インプットを使って話すことができました。
相手にしっかり伝えようということがうまくできませ
んでした。	
 
２回相手のことをほめることができました。また、相
手のことを紹介することができました。そしてジェス
チャーを使ってやることができました。	
 
３回弾丸インプットを活用することはできなかった
が、自分で英語を考えそれを暗記して言うことができ
た。しかし、目がうろうろとしていたり、表現力が足
りなかったと思いました。	
 
４回班で協力し温泉についてたくさん調べることが
できた。画像もとることができたのでよかったです。
協力することができた。	
 

５回発表も長文を暗記してとても良い発表ができた

と思います。また最後の自己紹介も１分話すことがで

きた。ジェスチャーはどっちにも入れることができて

よかったと思う。しかし、目を相手に向けることがで

きませんでした。最初と最後ですごく成長したと思い

ます。関係代名詞を使ってペアの好きなことをきちん

と言えた。感情を入れていうので理解も深まり、ジェ

スチャーが入り楽しめた。 
 
(3)関心・意欲・態度等の意識の変化	
 

	
 タブレット端末に関して、授業後に次の 1～6 の項目

で意識調査を行った。	
 

1 タブレット端末(iPad)は、英語の学習に役に立つと

思いますか。	
 

2 タブレット端末(iPad)は使いやすいですか。	
 

3 タブレット端末(iPad)で今後も授業を続けたいです

か。	
 

4 タブレット端末(iPad)を使った授業は楽しかったで

すか。	
 

5 タブレット端末(iPad)を使ったプレゼンテーション

は効果的でしたか。	
 

6 家庭でもタブレット端末(iPad)を使って学習がした

いですか。	
 

	
 

＊回答は「1 とてもそう思う 2 まあまあそう思う 3 ど

ちらとも言えない 4 あまり思わない 5 全く思っていな

い」の５択とした。	
 

	
 

	
 
図 6	
 タブレット端末に関する意識調査結果	
 

	
 

	
 図 6 のどの質問事項も１番以外は「とてもそう思う」

「まあまあそう思う」が 80％を超えている。６の家庭

でも学習に使いたいと 90％近くの生徒が答えているの

は、タブレット端末への関心の高さと、「楽しさ」だけ

でなく「学習に役に立つ」と感じているからであろうと

思われる。	
 

調査の自由記載事項から「楽しかった。よかった。」

と言う意見の他に、「外国人との交流」や、「タブレット

端末で電子教科書を使いたい」との意見が出された。そ

の他に、「単語や発音をチェックできるようなアプリ」

の使用を希望する声があった。また、調べ学習の際に、

関係ないサイトを開いたために班活動が滞ってしまっ

たとの理由から「サイト制限」をかけてほしいとの声が

少なくなかった。このことにより、生徒がメディアの危

険性を意識していることも理解できた。	
 

	
 

4.	
 研究の成果と課題	
 

	
 

4.1.	
 研究の成果について	
 

[図４]タブレット端末に関する意識調査結果 
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(1)テストの伸び	
 

関係代名詞を使った文法問題で点数の向上が見られ、

授業で使った単語や言い回し表現が定着した。これは、

タブレットを毎時間使うことで、言語使用の場面が増え

たことが表現の定着と文法力の向上につながったもの

と考えられる。	
 

(2)表現力の伸び	
 

Writing と Speaking において総単語数の伸びと、積

極的にコミュニケーションしようとする姿勢が見られ

るようになった。特に、「話すこと」において、「アイコ

ンタクト」と「ジェスチャー」の向上は表現力を豊かに

した。その理由として、タブレット端末で、自分が英語

を話す場面を客観的に見られたため、どのようにすれば

よくなるか具体的なイメージがつかみやすかったこと

が考えられる。プレゼンテーションにおいてもタブレッ

ト端末を使うことで表現方法が豊かになり、発表する側

だけでなく、聞く側も楽しめるポスターセッションとな

った。このことからタブレット端末を有効に使うことが、

「コミュニケーション能力」を高め、表現力の育成につ

ながると言える。	
 

(3)関心・意欲・意識の変化	
 

アンケート結果から「タブレット端末(iPad)で今後も

授業を続けたい」と答えた生徒は 88％で、短期間でタ

ブレット端末の操作にも慣れて、関心・意欲・態度が向

上したことがうかがえる。タブレット端末を英語の授業

に導入したことで、ポスターセッションの練習で、自分

のスピーチをビデオでチェックし、仲間と振り返ること

で、より効果的なプレゼンテーションを行うことができ

た。また、ビデオ撮りにおいてもペアでコミュニケーシ

ョンし合う場面が見られた。これらは、今後の英語学習

に求められる力であり、今後もその効果が期待される。

今後、タブレット端末が一人１台の時代になれば、個人

の記録をポートフォリオ的に蓄積することも可能とな

り、学習の幅はさらに広がるものと考えられる。	
 

	
 

4.2.	
 研究の課題について	
 

(1)iPad を使い慣れてない生徒への対応	
 

アンケートで少数ではあるがタブレットに対する「使

ってみたい」と感じていた結果がプラスからマイナスに

転じる生徒が見られた。これらの生徒に対しては、今後

個別の対応を教師や生徒間で配慮していく必要がある。

また、今は苦手でも長期に渡って使うことで操作に慣れ、

タブレットの便利さ、有効性を感じていくことも予想さ

れる。	
 

(2)タブレット環境について	
 

	
 公立中学校において現在の状況のままタブレットを

導入し継続して使用することは難しい。以下のアイウの

点をクリアしていかなけれならない。	
 

ア、インターネットに接続できる環境	
 

	
 生徒のアンケートから「インターネットが接続されな

くても活動に満足できる」と答えた生徒は 34％しかな

いなかった。インターネット接続は、調べ学習、アプリ

の使用を可能にし、生徒の希望の多かった海外との交流

にも、必要不可欠である。	
 

イ、タブレット端末、充電及び保管について	
 

	
 今回、大学の研究室から iPad20 台、業者より電源庫

を借りられたため、すべてのタブレットをまとめて保管

し、２つのコンセントで充電することができた。学校で

使用する場合はこのような設備や設定が大切であると

感じた。	
 

ウ、画像等のデータの処理及び共有化	
 

	
 20 台のタブレット端末を４クラス 120 人で共有した

ため、タブレット端末に残す画像データやプレゼンテー

ション用の資料は膨大なものになった。今後は、これら

の画像等の保管場所の確保、また学年だけでなく学校で

共有し合う場合はプライバシーを考える必要である。	
 

(3)インターネット接続の制限について	
 

検証授業において、当初は、子供用の安心なネットサ

イトから検索させていたのだが、日本文化の紹介に関す

るプレゼンテーションの作成に必要な画像が制限で開

けなかったり、アニメを紹介するのにその動画や歌が取

り出しづらいことから、授業の途中から通常の検索がで

きるようにした。それによって中には授業中に関係ない

サイトを見たり、遊んでしまう生徒が見られ、それがグ

ループの活動の妨げになるという問題が生じた。今回の

研究で、今後は何らかの制限をかけ安全に運用していく

必要があると感じた。	
 	
 	
 

	
 

4.3.	
 今後の展望について	
 

今回の検証授業では、タブレット端末を使ってポスタ

ーセッションをゴールとしたプレゼンテーションの練

習、またビデオで継続的に会話を蓄積する学習を行った。

これらの活動は以下の点で望ましい学習形態であると

考える。	
 

①分かりやすく興味を引く学習内容を提示できる。	
 

②繰り返し学習による、知識の定着、技能の習熟	
 

③情報の収集・選択・蓄積をまとめて表現する力が身に

つく。（大量の情報選択処理）	
 

④相互情報伝達、双方型の学習スタイルを確立できる。	
 

⑤学習履歴の把握により生徒自身が理解と表現をを深

められる。	
 

今回のタブレットを使った検証授業で①～⑤のよう

な汎用的な活用を示すことができたと考える。	
 この活

動を継続して続けることで、さらに中学校英語における

コミュニケーション意欲とコミュニケーション能力は

高まるであろう。	
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今後はビデオやプレゼンテーションの記録をポート

フォリオ的に蓄積し、それらを仲間と共有し、海外の生

徒とコミュニケーションをとることで学習の幅が広が

るものと考える。タブレット端末１人１台となれば、自

宅での予習・復習が可能となり「自己学習の強化」がさ

らに図れるようになるであろう。	
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